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本研究は平成２８年度の特別共同研究に採択していただき鋭意研究を進めてきた内

容である。多発性骨髄腫（multiple myeloma: MM）における骨病変の形成には、これ

まで receptor activator of NF-κB ligand (RANKL)の活性化と osteoprotegerin (OPG)の阻

害によって破骨細胞の働きが亢進することが重要であるといわれていたが、我々の

研究で新たに、MM 細胞が産生する IL-34 が RANKL と協同し単球から破骨細胞を誘

導すること、そしてマウス in vivo においても骨破壊病変を発生させることが明らか

となった。平成２９年度の本研究では臨床検体を用い、ヒトの MM における IL-34

の発現とその機能について検討を行うことを申請したい。その結果をもって論文と

してまとめ、研究成果を発表する予定である。  
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ヒト MM 細胞株（徳島大学 安倍教授から既にご供与いただいている）を用い、IL-34

ならびに関連因子の発現を qPCR、ELISA、FACS で検討した。その結果、炎症性

サイトカイン、IL−6、IL−1b などの存在下で IL−３４の発現量が高くなることが判明

した。  

また、北大病院血液内科および関連施設から MM 患者さんの末梢血あるいは骨髄の

提供を受け、同細胞における IL-34 ならびに関連因子の発現を qPCR、ELISA、FACS

で検討した。その結果、あるポピュレーションの患者さんでは骨髄細胞中の IL—３４

の発現が高いことが判明した。  

これらの結果は現在論文投稿中である。 
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